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総   評 

社会福祉法人京都ライフサポート協会は、現在、生活介護、就労継続支援

Ａ型、Ｂ型、グループホーム等の様々な障害福祉サービスを運営されていま

す。平成２３年に「児童デイサービスあん」を開所されて、児童発達支援事

業、放課後デイサービス事業を開始されました。 

職員研修は法人で取り組まれており、同じテキストを用いて事業所ごとに

開催しておられ、外部の階層別やテーマ別の研修に参加し、月 1回は事業所

内で「ミニ研修」ということで、職員が主催となり内容を決めてお互いに学

びあう機会を設けておられます。外部研修や内部研修、勉強会と様々な研修

の機会をもって職員の専門知識、技術の向上に取り組まれています。 

利用者の支援に向けては、将来を見据えて社会性を養い自立した生活習慣

を身につけることや就労、就学に向けた支援を重要視されているとのことで

す。運動や野菜や果物を栽培しての調理等少人数で取り組むプログラムやア

ート活動、カードマッチングﾞ、クロスステッチ等の個々に応じた教材を用

いての個別プログラムに取り組まれています。より多くの方に利用してもら

えるように、ほとんどの利用者は週１回利用としておられます。利用者、家

族の意向は丁寧に聞き取りをされており、家族支援にも力を入れて利用者一

人ひとりに丁寧に関わっておられることがわかりました。 

今後も利用者、家族の支援に向けてサービスの質の向上に取り組んでいた

だきたいと思います。 

 

特に良かった点(※) 

〇個別の支援 

利用開始前にアセスメントを実施し、利用者や家族の意向を丁寧に聞き

取っておられます。また、個別支援計画には、支援内容を具体的に細かく

記載されており、取り組むプログラムは一人ひとりに合わせて、設定され

ています。半年に１度評価、見直しをしておられ、家族に向けては、毎回

利用時の連絡帳に支援内容に合わせた取り組みの状況を項目ごとに記載

し、利用者の取り組みや様子をわかりやすく伝えています。 

 

〇リスクマネジメント 

法人で毎月安全衛生委員会を開催し、事故やヒヤリハット等、リスク管

理をまとめて検証しておられます。職員はリスクマネジメントチェック表

に業務の振り返り、ヒヤリハットの報告を記載しており、職員間で情報共

有できる仕組みとなっています。また、事故防止発生対応マニュアル、交

通事故対応マニュアル、緊急時対応マニュアル等を策定し、定期的に見直

しを行っておられます。 

 

〇家族支援 

家族の支援を目的にペアレントトレーニングを行い、保護者が子供の対

応を学ぶ機会を設けておられます、思春期に向けたペアレントトレーニン

グも実施しておられ、家族支援に力を入れておられます。また、利用時の

連絡帳に個別支援計画の課題ごとに取り組み状況を細かに記載しておら

れ、家族との情報交換を密にしておられます。 
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特に改善が 

望まれる点(※) 

〇苦情の・相談内容に基づく、改善、対応状況の公表 

  苦情解決に係る規程や相談要望対応マニュアルを作成されており、自己

評価時のアンケートや半年に 1回の面談を実施されて、利用者や家族から

の意向を聞き取っておられます。今後は、より一層、利用者や家族の希望

や要望等を聞き取って、その対応や改善の状況を公開していくことを検討

していただきたいと思います。運営の透明性やサービスの質についての公

表の機会になると思います。 

 

〇地域との交流、地域住民に向けた取り組み 

地域との積極的な交流を希望されていない利用者や家族もおられると

のことで、活動内容は慎重に検討されているようです。職員はさくら祭り

や文化祭等の地域の行事に参加する機会を設けておられ、保育園への行政

の巡回相談に同行される等、地域と関わりについても出来ることを実施し

ておられます。今後も取り組みの検討は続けていただき、事業計画に地域

活動に向けての課題や目的、目標上げていただければ、より実践的な取り

組みを行っていけると考えます。 

 

〇個人目標の進捗状況の確認 

職員の「個人面談シート」に年度目標を記載して管理者が個別に面談を

実施しています。シートには年度目標、昨年度取り組めたことを記載して

おられますが、中間面談や進捗状況の確認までは実施しておられないとの

事です。年度途中にも進捗状況を確認し、管理者からの評価を記載してシ

ートに残されることで課題が明確になり、次年度の目標設定やモチベーシ

ョンアップにつながるとのではないかと思います。 

 

※それぞれ内容を３点程度に絞って掲載しています。評価項目毎のコメントは「評価結果対シート」の「自由

記述欄」に記載しています。 
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